
別添様式

事業の効果等

平成 21 年

平成 26 年

２)事業効果の発現状況

受益区域（139ha)における森林整備実績 （H10～H26) 　延べ面積

受益区域における森林作業道開設実績

事業により整備された施設の管理状況

・林道の開設に伴い当該地域における平成10年度から平成26年度の森林整備実績は29.9ｈａと、すでに受益区域
の約22％で森林整備が実施されている。

)
事後

・平成26年7月に『林野公共事業における事前評価マニュアル』の改訂があり、木材生産等便益のうち「作業道
作設経費縮減便益」の計上が取りやめられたこと及び、評価の主要因である木材価格が平成21年度と比較してス
ギ素材価格が85％（14,700円→12,500円）、ヒノキ素材価格が73％（23,200円→17,000円）と低下傾向にあるた
め、総じてB/Cは減少傾向にある。

・管理者である浜松市は、林道開設後、定期的な点検・補修等の適切な維持管理を行うとともに、県単補助事業
等による法面改良工事を実施するなど機能向上にも努めており、管理状況は良好である。

1.13 木材生産等便益　　　：2.03億円
森林整備経費縮減便益：8.34億円

造林
2.0

間伐

・受益区域内で高性能林業機械化の活用、生産コスト低減に寄与する森林作業道が1,600ｍ開設されている。

平成27年度公共事業事後評価調書

事業主体

担当課名[ 森林整備課　]

市町村名

番　号 23

浜松市天竜
てんりゅう

名
な

古
こ

尾
お

1線
せ ん

事業名 林道事業 静  岡  県

箇所名

事業概要

10.37 億円Ｂ／Ｃ

21.9 2.0

受益面積

事業費 実績

Ｈ21

実績 Ｈ21

584百万円

完了年度

当初 584百万円

採択年度 平成７年度139ha
当初

下刈り等
4.0 29.9面積（ha)

延長（ｍ） 1,600

合計区 分 主伐

1)費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

総費用

・天竜名古尾１線は全長2,586ｍ、幅員４ｍの林道であり、浜松市天竜区佐久間町の天竜川左岸に位置する。
・林道の受益区域139ｈａの内、スギ・ヒノキ人工林（125ｈａ）においては木材として利用可能な41年生以上が
113ｈａ（90％）を占め森林資源が充実している。
　そこで、森林の公益的機能の発揮のための森林整備の促進と併せ、充実する森林資源の活用、木材生産性の向
上・低コスト化を目的に開設を実施した。

総便益

事業費：　　　 8.72 億円
維持管理費等　 0.73 億円

)

前回
評価
時

Ｂ／Ｃ 11.21億円総費用

(

)

基準年

(
事業費：　　 　9.07 億円
維持管理費等　 0.13 億円

事業量

事業の目的・必要性

延長　２,５８６ｍ　(幅員４．０ｍ）

(
木材生産等便益 　　：2.48億円
森林整備経費縮減便益 ：8.73億円

億円9.45 基準年

費用対効果
分析結果

(

総便益9.20 億円

)1.19
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事業実施による環境の変化

社会経済情勢の変化

・本事業の成果として所有者自らによる森林作業道の開設や目標を上回る森林整備の実施は、市や地域住民と密
接に連携して取り組んだ結果である。したがって、このような仕組みづくりを同種事業でも取り入れていきた
い。

（２）今後の課題等

・新たな合板工場の稼働等の社会情勢の変化により、安定供給体制の構築が求められるため、FSC森林認証の取
得を市と連携して進めながら、計画的な木材生産のために森林経営計画の作成支援をより一層進める必要があ
る。

（３）同種事業への反映等

・県では、「ふじのくに森林・林業再生プロジェクト」に取り組み、平成26年度末に㈱ノダによる新たな合板工
場が稼働、県内に50万 の原木の受け入れ態勢が構築された。
・今後は、県内50万 の需要に対する木材の安定供給に向け、県内における木材生産量の約１/３を占める天竜
地域への期待は一層高まっており、当該林道沿線の森林もその活用が期待されるところである。

・浜松市では、平成32年開催の東京オリンピックを、国際的な森林認証（ＦＳＣ）を受けた天竜材を売り込む絶
好のチャンスとして、販路拡大に取り組んでいる。
・また、林道の整備をきっかけに当該林道周辺においてFSC森林認証取得の気運が高まっている。

※ＦＳＣ：適切な森林管理を評価し、そこから生産される木材の利用を進める「森林認証」を実施している国際
認証機関

（１）評価結果

　事業効果は十分発現しており、改善措置の必要性はない。

・本路線を開設したことにより、当該林道から分岐する森林作業道の開設が1,600ｍ実施された。
・受益区域内においては事業採択時の目標である10年間10％を超える29.9ha（22％）において森林整備が実施さ
れ、約1,600ｍ３の木材が生産されるなど事業効果は発現している。

 対　応　方　針　（案）  

・秋葉寺（しゅうようじ）奥之院を中心とした地域活動の活性化
　開設された当該林道を活用し、林道終点付近から地元住民等により「秋葉寺奥之院」への歩道が整備された。
　この結果、当該林道から20分程度で到達可能となり、アクセス性の向上が図られ毎年8月に行われる例祭に多
くの人が訪れるようになるともに、地元住民等による「奥之院」を拠点とした地域活動の活性化がみられた。

・治山施設の資材搬入路としての活用
　開設された当該林道を資材搬入路として活用し、荒廃が進み下流の上平山集落への影響が危惧されていた「名
古尾沢」に治山ダムの建設が実施された。これにより、地域の防災性の向上が図られた。
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林道 天竜名古尾１線 位置図

スーパー林道天竜線

国道１５２号

県道２８５号

市道佐久間上平山線
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天竜名古尾1線
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①起点付近の状況 ②林道の状況

林道天竜名古尾１線資料

路線現況写真

秋葉寺奥の院

天竜名古尾１線

①

②

スーパー林道天竜線

市道佐久間上平山線

県道２８５号

国道１５２号
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③造林箇所遠景 ④保育（下刈）状況

⑤森林整備状況(間伐) ⑥林道沿線の森林作業道その１

⑦林道沿線の森林作業道その２ ⑧林道沿線の治山ダム
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